
６．青年部会より
（１）青年部会入会のお願い
７．事務局より
（１）改修及び修繕について
（２）組合脱退による持分払戻し請求について
●４日 新入社員電話教室　７社11名参加
●９日～10日　新入社員研修会　８社21名参加
●９日 町内一斉清掃　116社132名参加

●７日 理事会
１．総務委員会より
（１）第62回通常総会について
（２）定款一部変更の件
（３）組合所有の土地売却について
（４）出資金見合いの緊急融資について
２.組合運営委員会より
（１）不燃物有料回収について
（２）町内一斉清掃について（結果報告）
（３）修繕や維持管理について
３．厚生委員会より
（１）令和７年度福利厚生事業計画（案）について
４．ＢＣＰ委員会より
（１）組合員企業のメールアドレス調査について
５．街力発信委員会より
（１）イベント事業について
６．青年部会より
（１）４月定例会について
（２）５月定例会について
７．事務局より
（１）改修及び修繕について
●14日 不燃物有料回収　20社参加

●19日 理事会
１．総務委員会より
（１）集団健康診断の実施について
２.組合運営委員会より
（１）第14共同駐車場の運用停止について
３．厚生委員会より
（１）新入社員フォローアップ研修について
４．街力委員会より
（１）イベント事業について
５．青年部会より
（１）５月定例会について
（２）６月定例会について
６．事務局より
（１）改修及び修繕について
（２）組合脱退による持分払戻し請求について

５．街力発信委員会より
（１）学童野球支援事業について
６．青年部会より
（１）1月定例会について
（２）２月定例会について
７．事務局より
（１）改修及び修繕について
（２）石川県・金沢市への支援要請について
（３）役員賦課金について

●２日 新入社員歓迎式　10社41名参加

テレビ局の取材が入り、ニュースで紹介された。

●３日 理事会
１．総務委員会より
（１）事業所従業員数調査について
（２）新入社員歓迎式について（報告）
（３）令和７年３月31日現在の組合員数について
２.組合運営委員会より
（１）会館売上報告について
（２）町内一斉清掃について
（３）不燃物有料回収について
３．厚生委員会より
（１）新入社員行事の開催について
（２）華道教室及び書道教室について
４．ＢＣＰ委員会より
（１）金沢市卸売業組織力強化支援事業について
５．街力発信委員会より
（１）イベント事業について

●21日 理事会
１．総務委員会より
（１）土地の移動について
（２）景況調査の集計結果について
２.組合運営委員会より
（１）会館運営状況について
（２）館内照明ＬＥＤ化について
（３）防犯カメラの転用について
（４）休日少額利用について
３．ＢＣＰ委員会より
（１）金沢市卸売業組織力強化支援事業について
（２）広報誌第151号について
４．街力発信委員会より
（１）学童野球支援事業について
５．青年部会より
（１）1月定例会について
（２）２月定例会について
６．事務局より
（１）改修及び修繕について
（２）石川県・金沢市への支援要請について
（３）組合脱退による持分払戻し請求について

●４日 理事会
１．総務委員会より
（１）４月から12月の決算について
（２）出資金見合いの緊急融資について
（３）生活習慣病予防健診について
（４）新入社員歓迎式について
（５）組合員の脱退について
２．組合運営委員会より
（１）町内一斉清掃について
（２）会館運営状況について
３．厚生委員会より
（１）新入社員行事について
（２）新入社員電話教室について
４．ＢＣＰ委員会より
（１）金沢市卸売業組織力強化支援事業について

6

54

1

3

協同組合金沢問屋センター・キマッシカナザワ第152号　金沢市問屋町2丁目61番地　TEL.076－237－8585　●発行／協同組合金沢問屋センター　●編集／街力委員会

　ＮＨＫ朝ドラ『あんぱん』で、ヒロインの妹が何者
でもない自分を憂いていると家族は「戦争だった」
と慰めるが、彼女は「戦争のせいにはしたくない」
と反発し「日本は戦争に負けたけど、自分まで負け
てしまうのは嫌」と強く自立を訴える。そうだよね、
日本政府はトランプに負けるかもだけど、自分ま
で負けちゃダメだよね、と背中を押された気がし
た。他にも時に強く時に優しい台詞がこのドラマ

には満載で、正に慈愛に満ちた『アンパンマン』の
世界なのである。
　この広報誌も今号で152号を数え、もう50年以
上お届けしている。いつの時代であってもこの『あ
んぱん』のように組合員の皆様に寄り添い、支えと
なるようなメッセージを発信する広報誌でありた
いと思うのです。

（Ｓ．Ｔ）

URL https://www.kimassi.or.jp/
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第62回通常総会を開催
理事・委員会名簿
全国卸商業団地企業年金基金からお知らせ
事務局だより

将
来
へ
の
布
石



第62回

通
常
総
会
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開
催

１
．総
会
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種
類 

通
常
総
会

２
．招
集
期
日 

令
和
７
年
５
月
９
日

３
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催
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５
月
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催
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沢
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７
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月
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３
．開
催
期
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令
和
７
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月
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日
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．開
催
場
所 

金
沢
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会
館
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ホ
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０
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名

６
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本
人
出
席
48
名

 

委
任
状
出
席
34
名

７
．議
長 

髙
桑 

幸
一

【
議
　
事
】

〈
第
１
号
議
案
〉
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、貸
借
対

照
表
、損
益
計
算
書
、財
産
目
録

の
承
認
及
び
監
査
報
告
の
件

〈
第
２
号
議
案
〉
令
和
６
年
度
剰
余
金
処
分（
案
）

承
認
の
件

〈
第
３
号
議
案
〉
令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）承

認
の
件

〈
第
４
号
議
案
〉
令
和
７
年
度
収
支
予
算（
案
）並

び
に
賦
課
金
の
賦
課
徴
収
方
法

承
認
の
件

〈
第
５
号
議
案
〉
令
和
７
年
度
組
合
借
入
金
残
高

の
最
高
限
度
額
及
び
１
組
合
員

に
対
す
る
貸
出
限
度
額
承
認
の

件

〈
第
６
号
議
案
〉
定
款
一
部
変
更
の
件

〈
第
７
号
議
案
〉
理
事
及
び
監
事
改
選
の
件

〈
第
８
号
議
案
〉
理
事
及
び
監
事
報
酬
の
件

　
以
上
、
全
て
の
議
案
の
審
議
を
終
え
、
午
後
２

時
44
分
に
総
会
は
一
旦
終
了
し
ま
し
た
。

 

そ
の
後
、
別
室
に
て
新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事

に
よ
る
第
1
回
理
事
会
を
開
催
し
、
こ
の
理
事
会

に
お
い
て
役
付
理
事
及
び
各
委
員
長
の
選
任
・
委

嘱
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
会
場
に
て
理
事
会
の
結

果
を
報
告
し
た
後
、
ご
来
賓
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
、

祝
電
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
事
務
局
よ
り
、
商
団
連
グ
ル
ー
プ
保
険

に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、
午
後
３
時
７
分
に
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
日
、こ
こ
に
協
同
組
合
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー

第
62
回
通
常
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご

出
席
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
日

頃
か
ら
、当
組
合
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
、

ご
協
力
を
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
来
賓
の
皆
様
も
、

よ
う
こ
そ
お
越
し
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、最
も
大
き
な

出
来
事
は
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
で
し
た
。最
大
震
度
７
を
記
録
し
、甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。各
社
の
お
得
意
先
の
皆

様
も
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
れ
か
ら

９
か
月
が
経
っ
た
頃
、奥
能
登
を
中
心
に
豪
雨
被

害
が
発
生
し
、復
旧
・
復
興
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
に
水
を
差
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
と
し
て
は
昨
年
、５
年
振
り
の
福
利
厚
生

事
業
と
し
て
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
学
生
・
教

員
に
よ
る「
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」と「
水
彩
画

入
門
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
受

講
者
の
み
な
ら
ず
講
師
を
担
当
し
た
学
生
・
教

員
か
ら
も
好
評
で
、今
年
も
テ
ー
マ
を
変
え
て
開

催
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、新
た
な
事
業
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が

企
画
さ
れ
、ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢（
Ｊ
３
）の
試
合
を

オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
金
沢
ス
タ
ジ
ア
ム
で
観
戦

し
ま
し
た
。生
で
観
る
プ
ロ
の
試
合
は
迫
力
が
違

い
ま
す
。こ
ち
ら
も
好
評
で
、今
年
も
ま
た
実
施

の
予
定
で
す
。

　
昨
年
８
月
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、完
成
40

年
を
迎
え
た
金
沢
流
通
会
館
の
修
繕
に
取
り
組

む
こ
と
を
皆
様
に
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
大
規
模
な
修
繕
に
な

る
た
め
、来
年
は
４
月
か
ら
９
月
頃
ま
で
の
約
半

年
間
、会
館
を
休
館
し
て
の
工
事
に
な
り
ま
す
。

こ
の
修
繕
工
事
に
よ
っ
て
、今
後
20
年
間
は
金
沢

流
通
会
館
を
維
持
・
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
工
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
、今
年
は
入
念
に
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、来
年
ま
で
修
繕
を
待
て
な
い
箇
所
に
つ
い

て
は
随
時
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。現
在
は
、

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、会
館
ご
利
用
の
お
客

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
き
た
屋
上
の
防
水

工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。新
規
の
ご
予
約
を

お
断
り
し
て
修
繕
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、何
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、組
合
員
数
の
減
少
に
伴
い
執
行
部
の
体

制
を
見
直
し
、効
率
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。今
総
会
の
議
案
に
も
挙
げ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、理
事
定
数
の
削
減
を
行
う
と
同
時
に
、

委
員
会
の
編
成
も
見
直
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
委
員
会
と
街
力
発
信
委
員
会
を
統
合
し
、

街
力
委
員
会
と
し
ま
す
。効
率
的
な
体
制
を
目
指

し
ま
す
が
、も
ち
ろ
ん
、組
合
員
の
皆
様
か
ら

様
々
な
ご
意
見
を
頂
き
事
業
に
反
映
し
て
い
け

る
よ
う
、最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、ご
審
議
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

坂
野 

信
吾
 
石
川
県
商
工
労
働
部 

参
事

布
島 

宏
胤
 
金
沢
市
経
済
局
商
工
労
働
課 

課
長

普
赤 

清
幸
 
金
沢
商
工
会
議
所 

専
務
理
事

横
川 

浩
三
 
石
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

参
与

竹
内
　 

学
 
商
工
組
合
中
央
金
庫
金
沢
支
店 

支
店
長

武
田 

英
志
 
北
國
銀
行
本
店
営
業
部 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

中
島 

友
和
 
北
陸
銀
行
金
沢
問
屋
町
支
店 

支
店
長 

寺
嶋
　 

聡
 
金
沢
信
用
金
庫
問
屋
町
支
店 

支
店
長

来
賓
出
席
者

協
同
組
合
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
の
第
62
回
通
常
総
会
が
、令
和
７
年
５
月
27
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
金
沢
流
通
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、全
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

大
規
模
修
繕
に
向
け
た
準
備
、

組
織
体
制
の
効
率
化
を
進
め
ま
す

髙
桑
理
事
長
あ
い
さ
つ

審議を前にあいさつを
行う髙桑理事長。

委 員 長
副委員長
副委員長

委 員
委 員
委 員

委 員
委 員

社長 越野 　勉
社長 中西 一彰
社長 丸岡 信之

㈲ネーミングこしの
中西㈱
㈱マルシン

㈱金沢丸善
㈱オータニ
㈱ほくつう

社長 野村 幸宏
社長 大谷 方人
執行役員 浅地 浩之

北村電機産業㈱
山口電機㈱

社長 栁　 誠一
社長 山口 伸一

担当副理事長 森佐㈱　社長  森 　昭夫厚生委員会

委 員 長
副委員長
副委員長

担当副理事長 泰和ゴム興業㈱  社長　藤本 博司組合運営委員会
副委員長
委 員
委 員

委 員
委 員
委 員

社長 水本 安長
会長 宮下 誠次
社長 後山 潤一

丸与商事㈱
㈱鳴和電気商会
㈱Ｊシステム

㈱五井建築研究所
金沢機工㈱
冨木医療器㈱

社長 喜多 孝之
社長 井上英一郎
社長 荒井 博史

ナカダ㈱
㈱小山商会
川上産業㈱

社長 中野 正啓
社長 小山 明久
社長 茨木 陽介

担当副理事長 成瀬電気工事㈱　社長  成瀬 亮太郎総務委員会
委 員 長
副委員長
副委員長

委 員
委 員
委 員

委 員
委 員

会長 土谷　 守
社長 普和 克守
社長 藤江 　裕

㈱土谷九兵衛商店
㈱シキケミカル
㈱和創

㈱石川トヨペットカローラ
㈱ヤギコーポレーション
㈱ISEKI Japan関西中部カンパニー

会長 菊田 　哲
社長 八木圭一朗

取締役 村井 和貴

小川商事㈱
大宗㈱

社長 加納 慶子
社長 大西聡一郎

委 員 長
副委員長
副委員長

委 員
委 員
委 員

委 員
委 員
委 員

社長 早川 信之
会長 大田 淑子
社長 越原 寿朗

㈱ほくつう
北日商事㈱
㈱コシハラ

㈱トミショープラン
㈱牧野太郎商店
㈱東山商会

社長 冨木 美希
社長 大西 宏明
社長 道上 　聖

小川㈱
あい警備㈱
㈱キョー・エイ

社長 小川 卓志
専務 掛場 洋平
社長 髙桑 弘道

担当副理事長 ㈱たなかや　社長  田中 清一街力委員会

理 事 長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
理 事
理 事
理 事
理 事

会長 髙桑 幸一
社長 森　 昭夫
社長 田中 清一
社長 成瀬亮太郎
社長 藤本 博司
会長 土谷　 守
会長 大田 淑子
会長 菊田　 哲
社長 普和 克守

㈱キョー・エイ
森佐㈱
㈱たなかや
成瀬電気工事㈱
泰和ゴム興業㈱
㈱土谷九兵衛商店
北日商事㈱
㈱石川トヨペットカローラ
㈱シキケミカル

理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

中西㈱
㈲ネーミングこしの
㈱ほくつう
金沢機工㈱
㈱鳴和電気商会
丸与商事㈱
㈱ヤギコーポレーション
㈱Ｊシステム
㈱マルシン
㈱五井建築研究所
㈱コシハラ

冨木医療器㈱
㈱和創
北村電機産業㈱
山口電機㈱
小川㈱
大宗㈱
(協)金沢問屋センター
岡本㈱
㈱北陸衣料商会
北陸ペイント㈱

社長 中西 一彰
社長 越野 　勉
社長 早川 信之
社長 井上英一郎
会長 宮下 誠次
社長 水本 安長
社長 八木圭一朗
社長 後山 潤一
社長 丸岡 信之
社長 喜多 孝之
社長 越原 寿朗

理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
専務理事
監 事
監 事
監 事

社長 荒井 博史
社長 藤江　 裕
社長 栁 　誠一
社長 山口 伸一
社長 小川 卓志
社長 大西聡一郎
事務局長 川崎 眞人
社長 岡本 　進
社長 中村 紀夫
社長 山田 祥之

理事・委員会名簿

全国卸商業団地企業年金基金は、給付額が確定して
いる確定給付企業年金です。

損金算入●掛金は損金算入できます。

●平準的に積み立てることで資金繰りが安定します。

●従業員が給付を受ける際には、退職所得控除もしく
は公的年金等控除が受けられます。

●新規加入年度の翌々年度まで事務費掛金が半額です。

●退職金積立のコスト負担が軽減できます。

当基金では、加入者毎に仮想の個人勘定を設け掛金に
１.５％（複利）の利息を付与しています。

退職金規程で、規定する退職金総額に当基金から受け
取る年金や一時金を含む旨を定めれば、利息相当額分
の退職給付コストを圧縮することができます。

※加入期間中の昇給の状況により一時金の額は変動します。基金の財政状況が大きく悪化した場合、追加の掛金をご負担頂くことがあります。
事務費掛金は、30年間累計で216,000円（年間平均7,200円）ご負担頂きます。

全国卸商業団地
企業年金基金を
活用してみませんか

詳しくは「全国卸商業団地企業年金基金」まで ☎03-3560-7017 東京都港区赤坂５-１-31

全国卸商業団地企業年金基金からお知らせ

退職金
の

積み立
てに

従業員が平均
基準給与30万円・
30年間加入（上乗せ
給付３倍型）に加入
した場合の例

退職金総額が
500万円の場合

掛金総額
292万円

利　息
相当額
利　息
相当額

会社からの
一時金
132万円

基金からの
一時金
368万円

当基金のメリット

30年間加入→→→→

コスト圧縮
76万円


